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超実践！医学博士劉勇先生の 美容鍼臨床セミナー【大阪開催】 
1 部〈対話と導入〉美容鍼を導入し患者層拡大、飛躍的に売上を UPさせる成功術 

2 部〈臨床実技〉たるみ・くすみ、最大効果を持続させる技《明日から圧倒的な結果を出す》 

 

灼熱の大阪。劉臨床塾 2 回目の大阪開催セミナーは西日本各地より、54 名のご参加で開催されました。参

加者の半数はなんと男性の先生。中には、院長とスタッフ、ご夫婦で参加された先生方もいらっしゃいま

した。実際に美容鍼を始めている先生もいらっしゃれば、学生さんや、これから実費治療のひとつとして

メニューに取り入れたい先生と参加者の目的は様々。開演前の皆さんの会話からも、美容鍼に期待するこ

とや、今日絶対に身につけたいことなど、セミナーに期待されていることが伝わってきました。 

 
 
午前中講義にご参加いただいた皆様と劉勇先生 記念撮影 

 

 

第一部の午前中は、『患者様の信頼を得て多くの来院

を得るには技術だけではない、アドバイス能力とコミ

ュニケーション能力が不可欠』『美容鍼を安全に行う

為のリスク回避』という２つのテーマを軸に、劉勇先

生のレクチャーが行なわれました。 

  
■院での治療だけでなく、24 時間 365 日患者様を見守るホームドクターとしての存在であることが重要、

治療家としての考え方や患者様の導き方などを説き、また、医療に携わる者として「顔から患者様の内臓

機能まで読み取れる治療家になってほしい」と参加者に何度も繰り返しメッセージを送りました。また、

実際に使用されている『美容鍼問診票』『同意書』をもとに、美容鍼施術前に必ずおさえる点を、その重要

性と共に参加者にしっかりと理解いただきました。 

 

 
終日ご参加いただいた皆様と劉勇先生 記念撮影 

 

 

第二部、午後は超・実践型が人気の臨床実技。『たる

み・くすみ』『最大効果を持続させる技』が今回のテ

ーマ。劉勇先生と講師 2 名、アシスタント 1 名、で参

加者ひとりひとり手をとって熱心に指導しました。

「聞けることは聞いて吸収したい」参加者の臨床歴も

立場も様々ですが、皆さんとても熱い眼差しで技術を

追求し短時間で吸収しました。 

  
■劉勇先生が徹底して伝えていることは、‘最小の鍼で最大の効果’を出すこと。「方向・深さ・角度」の

刺鍼テクニックは打つ先の筋肉や神経、そして打つツボの経絡を意識して刺激量を調節し、顔面部に脳に

心地のよい刺激を与えるための必須要素です。 

打つときの立ち位置から手のあて方をすぐに劉先生が修正、それから鍼の指導に入るという場面もありま

した。劉勇先生の指導では、とくに基本を重視します。すべては「基本があってこそ」だからです。 
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■劉勇先生のデモンストレーションが終わると同時に、すぐ先生を呼ぶグループ、手を挙げて待っている

グループ、また、翡翠ローラーを手にし、見た目より難しいローラー施術に四苦八苦する参加者も尐なく

なく、鍼だけでなく、翡翠ローラーの圧加減や、マッサージ手技もひとりひとり手をとっての指導が行な

われました。 

■「この鍼の角度を見てください」、「どのくらいの深さで顔に効果が出はるんですか？」、「左半分は先生

に打ってもらって、自分の打った鍼を修正したいですわ。」など、様々な参加者の要望にも精一杯応える劉

勇先生。■瞬時に見せる劉先生の鍼の手元を見て「なんでこんなに早く打てるんやろ～。」「響き方が全然

違うやん。」と、ペア同士でも会話がはずみます。先生の移動するベッドを一緒にまわり、食い入るように

手元を見て学びとろうとする熱心な参加者の姿があったのも印象的でした。 

 

   
■急遽、劉勇先生の「ものもらい治療」の場面もありました。「ものもらいで 3 ヶ月も悩んではるんやって！

助けてあげてください。」と声をかけられ、数分間の治療が行なわれました。その治療を受けた参加者は「も

のもらいも鍼で治せるんですか？」とはじめは驚いていましたが、そのうち炎症がおさまり、赤み・腫れ

もひき、「私の肌の赤みの原因はなんですか？どこのツボを取穴すればいいんですか？」と自ら受けた治療

に関する質問が続きました。 

■質疑応答では、本日のテーマには無いシミやほうれい線、アトピー性

皮膚炎に対しての内臓のアプローチについて質問があり、なぜその経絡

を意識するのかなど、学生に対してもわかりやすい説明がされました。 

■終日をとおし、技術はもちろんのこと、カウンセリング能力の重要性、

患者様を気遣った美容鍼施術の際の手のあて方や言葉遣い、誘導の仕方

などを学び、「マニュアルはありますか？」という質問も飛び出しました。

劉勇先生の治療院のある東京での料金やコース設定についての質問も多

く、大阪パワーのこれからの展開が楽しみになりました。  

 

脳内のドーパミンが指先を動かし、指先から鍼からの刺激が筋肉や腸な

どの内臓を刺激する。顔面部へのアプローチで、身体全体を健康に導い

てくれる概念がおわかりいただけたでしょうか。 

 

劉臨床塾 臨床勉強会では、11 月に美容鍼ステップアップ編臨床勉強会

開催を予定しております。また一緒に学べる日を、劉臨床塾スタッフ一

同、楽しみにしております。 

ご参加ありがとうございました。 

 

 

開催日： 

２０１１年８月７日（日） 

 

開催場所： 

森ノ宮医療学園専門学校 

 

講師：  

医学博士 劉 勇 
劉臨床塾主任講師 中澤 正憲 

劉臨床塾 講師  大西 晃司 

 主催：劉臨床塾（コリトレール株式会社） 協賛 セイリン株式会社 


